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熊本市     

熊本地震について 

2016.4.14 21：26  
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マグニチュード：6.5 
最大震度：7 （益城町） 
 震度6弱（東区、西区、南区） 

 震度5強（中央区、北区） 

前震 

出典：気象庁 

マグニチュード：7.3 
最大震度：7 （益城町、西原村） 
 震度6強（中央区、東区、西区） 

 震度6弱（南区、北区） 

本震 
2016.4.16 1：25  

●震度７の地震が立て続けに２回発生  （観測史上初） 
●一連の地震で震度６弱以上の地震が７回発生 （観測史上初） 
●余震の発生回数(累計)は、現在４,４００回を超えた 
●今も続く余震の恐怖 （6月・大分・長野、7月・鹿児島、9月・秋田で５強発生） 

 地震のエネルギーは 

   １６倍！ 

１熊本地震の概要 (1)地震発生 

 (2)被害状況 
 

●人的被害（平成29年11月14日現在） 

   死者 ：    79人（直接死6人 関連死73人） （県全体死者数     250人）      
  重傷者 ：  755人          （県全体重傷者数 1,165人） 
      

●住家被害（り災証明交付件数）（平成29年10月13日現在） 

  全  壊 ：    5,755棟 
  大規模半壊：  8,947棟 
  半  壊 ：  38,734棟 
  一部損壊 ：  81,000棟 
   合 計   ：134,426棟  
 

●被害額（試算）（平成28年８月31日時点の推計） 1兆6,363億円（県全体4.6兆円） 

 
◆電気 68,600戸停電 
 
◆水道 ・水源地等停止96箇所 
      ・管路破損による断水 
 
◆ガス  ・105,000戸供給停止 
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⇒4月18日午後復旧 

⇒4月30日通水完了 

⇒4月30日復旧完了 

(3)被害額（試算） 
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1 医療・福祉施設 医療施設、介護・福祉施設等 455.5 億円

2 水道施設 水道施設、工業用水道等 26.6 億円

3 公共土木施設 河川、道路橋りょう、公園、下水道 244.2 億円

4 農林水産関係 農林水産関係施設、農作物、農地等 187.5 億円

5 文教施設 学校、社会教育施設等 302.2 億円

6 その他の公共建築物等 庁舎、市営住宅、産業施設、市電等 78.2 億円

7 廃棄物処理 廃棄物処理施設、廃棄物処理費用 443.1 億円

8 商工関係 製造業、商業、宿泊業（建物被害） 1,720.0 億円

9 文化財 国・県・市指定文化財、未指定文化財 784.1 億円

10 建築物（住宅関係） 住家、家財、宅地 12,121.5 億円

16,362.9 億円

・上記試算は、項目ごとに市域内の市所管施設等(※1)及び民間の被害額を試算したもの。

・平成28年8月31日時点の推計であり、今後金額には変動がある。（「4　農林水産関係」は

　9月8日時点の県への報告額）

・「5　文教施設」については、市域内の大学、県立高校を除く。

・「8　商工関係」の被害額は、サンプル調査に基づき推計したもの。

・「10　建築物（住宅関係）」の被害額は、被災家屋数等から推計したもの。

・市域内の公共交通機関(市電除く)、電気、ガス、高速道路等被害額は現時点で未調査。

　(※1)一部国・県の所管施設が含まれる。

計

区分 主な内容 被害額  項目ごとに市域内の市所管
施設等（※１）及び民間の被
害額を試算したもの。 

 
 平成28年8月31日時点の推

計であり、今後金額には変
動がある。（「４ 農林水産関
係」は9月8日時点の県への

報告額） 
 

 「５ 文教施設」については、
市域内の大学、県立高校を
除く。 

 

 「８ 商工関係」の被害額は、

サンプル調査に基づき推計
したもの。 
 

 「１０ 建築物（住宅関係）」
の被害額は、被災家屋数等
から推計したもの。 
 

 市域内の公共交通機関（市
電除く）、電気、ガス、高速
道路等被害額は現時点で
未調査。 
 

（※１）一部国・県の所管施設
が含まれる。 

平成28年8月31日時点 



2018/1/15 

2 

 (4)避難者・避難所数の推移 
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箇所 人 

避難者数 
避難所数 

最大避難者数 ⇒ 110,750人（4/17） 

本震発生（4/16  1：25） 

最大避難所数 ⇒ 267箇所（4/21） 

全避難所閉鎖 （9/15） 
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様々な対応 

総合支援窓口 

避難所運営 罹災証明発行 

インフラ復旧 

救援物資の管理 5 

行政側のさまざまな対応 

行政施設復旧 

家屋調査 

庁舎自体の被災 

● 本庁舎・区役所にも多くの避難者が押し寄せる 

突然、大地震に襲われた直後の市役所は 

【痛感したこと！】 

● 何をどう対応するか体制づくりに数日間混乱が続く 

通常業務機能の停止に陥る 
6 

●ほぼ全職員初めて経験する事態に動揺 

●役に立たない対応マニュアル 

●職員の安否不明、参集状況もよくわからない 

●次から次へ殺到する電話対応でパンク状態 

【実情！】 
 ・職員の日替わり交代制による情報共有不足や避難者との信頼関係     
 ・多様な問題、トラブル対応に24時間対応する職員の疲弊 
 ・職員のスキルも対応もバラバラな避難所運営による不満 
 ・職員頼みの避難所運営形態 

尚、自治会、地域、ボランティアそして避難者自身が 
中心となり運営した避難所は概ね順調 

【改善策】避難所に従事する職員の固定化 

【問題】職員中心の避難所運営体制の限界 
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◆災害に対する危機管理意識の変化 

問） あなたは、飲料水や食糧を備蓄 
       されていましたか? 

無回答
2.5％ 

備蓄していた 
34.2％ 

備蓄していなかった 
63.3％ 

問） 震災後は、何日分くらい飲料水 
       や食糧を備蓄されていますか? 

★ 備蓄している人    ・・・   34.2％ から 80.6％ へ 
★ 備蓄していない人  ・・・  63.3％ から 14.0％ へ 

３日分 
34.1％ 

５日分以上 
24.5％ 

２日分 
16.1％ 

１日分 
5.9％ 

無回答 
5.5％ 

震災前の備蓄状況 震災後の備蓄状況 

 ～熊本地震後の市民５０００人意識調査アンケート～ 

備蓄していない 
14.０％ 

自助 
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◆市民による避難所運営 

問）あなたは何らかの形で「避難所の運営」 
  に関わりましたか。 

「お互い様の精神」で出来ることで避難所運営に参加 

問）あなたの避難した避難所での運営側  
  の対応についてどのように感じましたか。 
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共助 

 ～熊本地震後の市民５０００人意識調査アンケート～ 

17.1% 

49.7% 1.6% 

3.8% 

27.8% 

覚えていない 

全く関わっていない 

関わった 

わからない 

無回答 

26.9% 

26.0% 

2.8% 

2.0% 

10.8% 

27.9% 

非常によく対応 
してくれた 

おおむね対応 
してくれた 

あまり対応して
くれなかった 

全く対応してく
れなかった 

わからない 

無回答 

▲▲校区防災連絡会  
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例えば、災害時に地域の方々と力を合わせて対応するために 

●普段からの顔を合わせ、みんなで災害時のことを考えたり話したりする仕組みづくり 
●地域の皆さんが、いざという時に実行できるような訓練を企画し、参加してもらう 

※市内９２校区４地区を対象 

【構成メンバー】 
 ・自治会長や地域住民 
 ・学校職員 
 ・自主防災クラブ 
 ・地域担当職員 
 ・避難所担当職員  

校区中心の住民参加取組例 
・避難所開設・運営の訓練 
・情報収集・伝達の訓練 
・避難所運営ゲーム（HUG) 
・地域版ハザードマップの作成 
・災害時対応方法の検討 等々 

新たに設立する組織！ 

■■学校 
避難所運営委員会 

●●学校 
避難所運営委員会 

★★学校 
避難所運営委員会 

  災害時の避難所運営に向けた仕組みづくり 

学校等 

地域 
（自治会、自主防災クラブ等） 

区の地域担当職員等 

地域に居住する職員及び担当課 
（２名） 

指定避難所 

避難所運営委員会 

私は、避難所となる
施設の管理をしっか
りしますよ！ 

我々は、地域をよく
知っているので地域
が協力して避難所運
営をやりましょう！ 

私は、一刻も早く避難
所を開設するために
近くの避難所へ向か
います！ 

【現在の仕組み】 
・発災後に避難所運営委員会を設置 

【これからの仕組み】 
・発災前から避難所運営委員会を設置 

●発災前から、みんなで避難所の受入れ方法やルール、役割を決めておく 

私は、担当区内にあ
る全指定避難所のサ
ポートをします！ 

共助・公助 
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●自分の身は、自分で守る 

●一大事は、みんなで助け合う 

【災害時に欠かすことができない三助】 

●市役所は、被災者の救助・支援をする 

～市民・地域・行政の力を結集～ 

災害対応のキーワードは 

しかし、三助それぞれにも限界がある 

 復興に向けて ～ 経験を糧に 教訓を胸に～ 
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